
 

事 業 番 号 ７ 事業名等 ふるさと祭り(収穫祭)補助金 

仕分け結果 市が実施（要改善） 担 当 課 農業振興課 

 

仕分けの論点 地域の主体性、イベントの整理統合 

 

今後の方針 

【改善見直し】 

①主催者に対し、事業経費に占める協賛金、参加費等の割合が概ね３割を超えるよう

自主財源の確保に努め、地域主体のイベントとなるよう求めていく。 

 

②合併後１０年（平成26年度末）を契機とした支所機能のあり方、合併町村地域の地

域振興のあり方の検討の中で、「５．地域コミュニティ補助金」、「６．観光イベント

補助・負担金」と併せて、補助金のあり方を見直す。 

 

 

方針策定理由 

 

 今回、「５．地域コミュニティ補助金」、「６．観光イベント補助・負担金」、「７．ふ

るさと祭り（収穫祭）補助金」が一括で仕分けがなされたように、方針についても合

併町村地域のイベント補助金のあり方として一括して整理する。 

 

①事業仕分けの中でも指摘のあったように地域の主体性が基本であり、事業の実施に

当たっては、内容を精査し、自主財源（販売収益、協賛金、参加費など）の確保に

努めるよう求めていき、自立化を促進する。 

 事業経費に占める自主財源の比率は、概ね３割以上とし、３年を目途に３割を超え

るよう各団体（実行委員会）に通知する。 

 

②将来的には、合併後１０年（平成26年度末）を契機とした支所機能のあり方を現在

検討中であり、合併町村地域の地域振興策を踏まえ、その検討の中で、担当部署も

含めて整理していく。 

 


